
令和８年　第１回　肝付町議会一般質問

順位 質　問　者 答弁者 用　　　　件　　(　要　旨　)

１ 富永　洋一 町　長

(1) 総務省が示した強化プランは、令和10年度までにどのよう
な結果を求めているのか。

(2) 強化プランに基づいた運営がなされているか、その実績
は。

(3) 病院収入より人件費が多額である運営のあり方をどう考え
ているか。

(4) 持続可能な病院体形は。

町　長

(1) コスモピア優先交渉権者との協議破談については、採算性
だけが理由か。

(2) 一部の内之浦地域住民が町の財源問題を含め、現状を理解
されていない方もおられるのでは。この事をどう考えてい
るか。

(3) 合併して20年が経過し、町長リコールや合併解消の声もで
ている。町長はどう考えるか。

(4) 2050年問題を捉えた時、町で温泉施設を造ることには反対
であるが、町長はどう考えているか。

町　長

(1) 課の再編について、第5次行政改革大綱の中で年度毎の計
画を示すべきではないか。

(2) 業務量調査を考慮し、定員管理組織の再編をすべきではな
いか。

(3) 総務省が示している昇任昇格のあり方の遵守をすべきでは
ないか。

２ 宮後　竜一 町　長

(1) 農業労働力不足対策について、どのような方針を考えてい
るか。

(2) なつほのかの普及（ブランド化）に対する具体的な計画と
その進め方について問う。

１． 町立病院について（施政方針）

２． コスモピア解体後の跡地問題について（財源）

３． 機構改革について（行財政改革）

１． 農業振興について



(3) 高収益作物の導入とは対象とする作物や導入に向けた具体
的な計画はどのようなものか。

町　長
教育長

(1) 銀河アリーナの施設複合化の検討とは、具体的にどのよう
な計画で進めるのか。

(2) 町内スクールバス運行状況について、増やす計画があるの
か。また、今後の見通しについて問う。

３ 𠮷原　光 町　長

(1) 12月議会における町長の答弁の矛盾と、施設整備に対する
真意を問う。令和7年2月臨時会での「町で造る」という町
長答弁は、5億4千万円の解体予算決議に際し、議会・住民
の判断に多大な影響を与えた。この答弁を翻し「民間再公
募」としたことは、結果として「解体予算を通すための誘
導」であったとの疑念を禁じ得ないが、町長はどう釈明す
るか、再度伺う。

(2) 方針転換の理由とされる「社会情勢の変化」は、優先交渉
権者選定時(令和6年3月)から予見可能であった。予見でき
た困難を理由に公約を反故にする姿勢は、首長の政治責任
を欠くものではないか、所見を伺う。

(3) 「どこも担い手がいない、ロケットももう打つことがなく
なったら町で造る」この町長発言の真意を問う。

(4) 旧内之浦町が「ふるさと創生資金」で掘削した温泉源泉は
町の宝である。現在、解体に伴いポンプや電源が撤去され
たと思うが、汲み上げ停止による源泉の死滅(自噴能力喪
失や閉塞)のリスクをどう評価しているか。

(5) 再開を目指すと言いながら、再開に不可欠な源泉の維持管
理を放棄している現状は、「最初から建設の意思がない」
ことの証左ではないのか。

(6) 3,366筆という膨大な数の署名が集まった嘆願書は、町の
総人口に鑑みても極めて重い意味を持つ。これは、単なる
一部住民の意見ではなく、早期建設を強く望む住民の総意
が明確に示された動かぬ証拠であり、町政に対する重要な
意思表示である。よって、内之浦地区にも温泉施設は必要
であると強く思うが、町長の見解を伺う。また、今後汲み
上げ作業を再開されるのであれば、以前行っていたように
施設建設までの間、温泉を配布することを行ってはいか
が。

(7) 「スケジュールを持っていない」という無責任な状態をい
つまで放置するのか。町が主導で整備に切り替える具体的
な判断基準と具体的な期限を、速やかに明示するように強
く求めるが、町長の見解を伺う。

２． 教育環境について

１． コスモピア内之浦跡地整備方針転換の妥当性と公有財産
（温泉源泉）の管理について



４ 前原　和幸 町　長

(1) 公共施設のあり方については、将来的に町の財政を揺るが
しかねない重大な懸念材料になると強く危惧している。 個
別部局の判断に留まらず、全庁的な視点、あるいはそれに
加えて住民をも巻き込んだ全町的な視点で議論する「横断
的な検討会議」を早急に設置し、 協議を行うべきと考える
が、町長の認識と今後の考えを伺う。

町　長

(1) 本町の自主防災組織は、組織率こそ高い水準にあるもの
の、実態としては、活動の形骸化が懸念さ れ、災害時に実
働可能な組織が限られているという課題があると考える。
また、避難行動要支援者に対する「個別避難計画」の策定
についても、完了の目処が立っていない現状にあると認識
している。大規模災害への備えが急務となる中、形だけの
組織から「動ける組織」への「質」の向上と、 実効性のあ
る避難計画の構築に向け、町長はどう取り組むのか、具体
的な施策とスケジュールについての見解を伺う。

町　長

(1) 令和6年9月、本町において全国に先駆けて、「肝付町ライ
フジャケット着用条例」が制定された。これは、水難事故
防止への本町の強い決意を示すものである。施行から現在
に至るまで、町民や釣り人、関係機関からの反響、および
具体的な普及実績や着用の浸透状況をどう把握されている
のか。また、今後のさらなる安全意識の向上に向け、 町長
はどのような展開や施策を考えているのか、その展望を伺
う。

５ 柳　一夫 町　長

(1) スギ・ヒノキなど伐期を迎え伐採されている。後田地区に
おいても、広域に広がるが許可面積は何ヘクタールか？
また、許可するに当たり流水等は考えているか。

(2) 施政方針において、伐採後の林業振興について延べられて
あるが、「植えて・育てる」林業のあり方について伐採後
の指導、斡旋はどのようにしているか。

(3) また、近年予想もしない大雨等の激甚化により自然災害が
発生する恐れがある。
シラス対策事業の水路の飲み込み口が狭く、水の流れが悪
いと振興会長より要望があったと聞くが、対処はどのよう
にされたか。

町　長

１． 公共施設のあり方について

２． 防災対策の強化について

３． ライフジャケット着用条例について

１． 林業伐採後の処置は

２． 環境整備について



(1) 先の振興会長と語る会の中で、多くの振興会長から環境整
備について話があった。令和８年度予算において、新たな
考えが出されているが、大きく変わったところはどこか。

町　長

(1) 人口減少問題により、高齢者は多くなり生まれる子供は少
ない。婚活応援予算が少ないと考える。出会い結婚相談事
業において、大隅で縁結び等に５町で取り組んでいるが、
現在の状況と成果は。
また、呼び込み・周知・広報は十分に行われているか。

６ 益山　二郎 町　長

(1) 利用頻度が低い施設や遊休中とも言えるような施設がある
のはなぜか。全ての公共施設のあり方を検討する組織を新
設するべきではないか。

(2) 民間利用の可能な施設については、売却等も含め検討すべ
きではないか。

(3) 協議の中で更新すべき施設については、即建築等は無理が
あるから基金設立を行い、10年後20年後を見据え計画的に
対応すべきではないのか。

7 前田　美春 町　長

(1) 町指定の避難所である高山やぶさめ館、また隣接する高山
温泉ドーム、健康広場前の街路灯設置状況について問う。

(2) 先の提案により、高山温泉ドーム入口東側に街路灯2基が
設置されたが、2基で十分か、設置について専門家と協議
されたのか。

(3) 高山やぶさめ館両入口付近については、大雨時や梅雨時期
に道路が冠水し、付近に街路灯がなく非常に危険な箇所と
なっており、街路灯の設置の必要があると思うが、町の考
えは。

(4) 道路の冠水については、町民への安心・安全の考えから、
注意喚起の必要性を感じるが、町の考えは。

町　長

選挙管理
委員長

(1) 直近の選挙の投票率は（近隣3町より）低い率となってお
り、投票率を上げる為、町の対策、考えは。

(2) 投票所の集約を図ったが、どのような効果・結果があった
か伺う。

３． 婚活応援について

１． 公共施設について

１． 安心・安全なまちづくり推進について

２． 投票率向上に向けた取り組みについて



(3) 投票において「記名方式」だけでなく「◯✕方式」の導入
の考えは。

(4) どこでも投票できる「共通投票所」の導入の考えは。

(5) 待ちの姿勢ではなく、出向いての投票所の考えは。「共通
投票所」を設ける考えは。

(6) 投票所設置でのタブレット端末を使った電子投票の導入の
考えは。


